
隊
は
ス
ク
ン
急
襲
後
、
主
力
は
道
路
の
南
に
広
が
る
樹
林
を
潜

し
、
小
貫
隊
の
右
翼
を
超
越
し
て
、
保
安
隊
所
在
方
向
に
突
進
し
、

兵
営
ま
で
一
五
〇
㍍
の
地
点
で
機
関
銃
小
隊
に
、
主
力
の
突
進
援

護
を
命
じ
、
一
挙
保
安
隊
を
占
領
し
た
。
明
号
作
戦
は
最
後
の
戦

闘
と
な
っ
た
。

諺
に
、
国
の
た
め
に
は
血
を
流
し
、
人
の
た
め
に
は
涙
を
流
せ
、

自
分
の
た
め
に
は
汗
を
流
せ
、
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、
私
は
戦
闘

に
ま
た
斤
候
に
多
数
参
加
し
ま
し
た
が
運
が
よ
い
と
い
う
か
、
幾

度
か
死
線
を
越
え
て
、
幸
い
に
も
命
永
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
戦
後
四
十
数
年
の
生
活
の
中
で
苦
し
い
時
に
は
軍
隊
を
思
い

出
し
、
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
永
ら
え
た
命
を
大
切
に
し
て
余
生

を
出
来
る
限
り
永
く
過
し
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

私
の
従
軍
記
　 

新
潟
県
　
中
村
倉
一
郎
　 

私
は
支
那
事
変
、
大
東
亜
戦
争
と
二
回
の
大
戦
に
参
加
し
、
武

運
強
く
生
き
長
ら
え
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

昭
和
十
四
年
六
月
六
日
臨
時
召
集
、
仙
台
野
砲
第
二
連
隊
留
守

隊
に
応
召
（
第
一
補
充
兵
）
一
二
〇
人
は
直
ち
に
北
支
に
出
発
、

担
帖
（
タ
ン
ク
）

、
天
津
、
石
家
荘
、
山
西
省
大
原
に
到
着
、
第

二
師
団
第
二
架
橋
材
料
中
隊
石
田
（
三
）
部
隊
に
入
隊
、
第
二
小

隊
第
三
分
隊
一
五
班
に
配
属
さ
れ
た
。

乗
馬
訓
練
、
車
馬
の
訓
練
な
ど
特
訓
を
受
け
、
作
戦
の
た
め
大

原
駅
よ
り
乗
車
、
奥
地
の
侯
馬
鎮
駅
に
下
車
、
隊
形
を
整
え
、
大

行
山
脈
に
向
か
う
。

北
支
最
大
の
高
山
、
大
行
山
脈
は
三
三
〇
〇
㍍
、
七
月
で
も
肌

寒
い
。
強
風
時
は
黄
塵
万
丈
飛
散
し
、
防
塵
眼
鏡
や
マ
ス
ク
が
必

要
で
あ
っ
た
。

部
隊
は
山
脈
の
中
に
入
る
。
一
五
〇
㍍
も
の
架
橋
の
輸
送
行
軍

で
、
急
坂
は
山
砲
隊
の
二
頭
立
て
の
馬
で
引
き
上
げ
る
。
下
り
坂

は
車
輪
を
桁
に
ロ
ー
プ
で
結
び
付
け
て
人
馬
も
ろ
と
も
滑
り
下
ろ

す
。
一
歩
間
違
え
れ
ば
千
尋
の
谷
で
あ
る
。

や
が
て
川
沿
い
に
行
軍
し
小
高
い
安
全
地
帯
に
宿
営
す
る
。
夕

方
か
ら
雨
と
な
る
。

宿
舎
は
民
家
で
雨
は
次
第
に
激
し
さ
を
加
え
、

雷
雨
、
風
雨
が
強
く
な
っ
た
。

山
脈
は
草
木
は
な
く
禿
の
岩
山
で
あ
る
。
山
は
大
荒
れ
と
な
っ



た
。
夜
が
明
け
る
。
突
然
激
し
い
轟
音
が
し
て
、
向
か
い
の
川
が

み
る
み
る
盛
り
上
が
り
落
下
し
て
く
る
。
山
津
波
で
あ
る
。
濁
流

に
崩
壊
し
た
大
き
な
岩
石
と
、
流
れ
落
ち
て
く
る
岩
石
が
互
い
に

ぶ
つ
か
り
、
轟
音
を
発
し
、
火
花
を
発
す
る
。
阿
鼻
叫
喚
、
修
羅

場
と
化
す
。
咆
哮
は
山
脈
を
揺
る
が
す
。

部
隊
は
洪
水
の
治
ま
る
の
を
待
っ
て
行
動
を
開
始
、
崩
壊
し
た

道
路
を
復
元
し
な
が
ら
行
軍
す
る
。
中
隊
は
命
に
よ
り
天
津
市
に

起
き
た
大
水
害
復
旧
支
援
の
た
め
豊
台
に
到
着
し
、
馬
、
車
、
器

材
等
を
点
検
す
る
。

他
の
小
隊
は
支
援
の
た
め
天
津
に
出
動
、
尽
力
し
た
。
市
街
は

水
浸
し
、
特
三
区
は
二
階
ま
で
水
で
あ
る
。
汽
車
の
線
路
の
両
側

に
は
土
葬
さ
れ
た
寝
棺
が
山
の
よ
う
に
取
り
つ
い
て
い
る
。
漆
を

塗
っ
た
立
派
な
も
の
も
あ
る
。
大
き
な
石
炭
の
山
の
上
に
は
住
民

が
避
難
し
て
い
る
。
十
一
月
十
一
日
、
一
等
兵
に
進
級
す
る
。

奥
地
の
友
軍
へ
の
冬
物
の
被
服
の
輸
送
等
も
終
わ
り
、
豊
台
の

駐
在
地
に
戻
り
、
北
京
な
ど
を
経
由
し
、
器
材
と
と
も
に
内
地
に

帰
還
。
宇
品
よ
り
汽
車
で
仙
台
工
兵
第
二
連
隊
留
守
隊
に
到
着
。

昭
和
十
五
年
一
月
五
日
、
復
員
完
結
、
五
日
召
集
解
除
と
な
り
、

戦
友
等
と
別
れ
帰
宅
し
た
。
十
五
年
一
月
九
日
、
新
潟
鉄
工
所
内

燃
機
試
運
転
場
に
復
職
し
た
。

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
日
本
は
西
太
平
洋
で
米
英
と
戦
闘

状
態
に
入
り
、
宣
戦
布
告
し
た
。
鉄
工
所
は
軍
の
仕
事
に
も
協
力

し
製
造
し
て
い
る
。
駆
潜
艇
の
機
関
を
取
り
付
け
、
海
上
試
運
転

を
す
る
。
ま
た
高
速
艇
機
関
も
毎
月
二
機
を
試
運
転
し
、
生
産
は

残
業
で
多
忙
を
極
め
て
い
た
。
昭
和
十
九
年
三
月
十
五
日
臨
時
召

集
に
よ
り
宮
城
県
石
巻
市
の
船
舶
工
兵
第
一
連
隊
補
充
兵
に
応
召
、

当
日
入
隊
し
た
。

最
上
川
の
川
風
は
寒
風
で
小
雪
が
降
る
中
で
、
手
旗
信
号
や
機

関
の
講
習
、
大
発
の
発
着
の
操
作
の
訓
練
な
ど
を
受
け
る
。

昭
和
十
九
年
四
月
二
十
五
日
、
暁
第
一
六
七
一
三
部
隊
独
立
船

舶
工
兵
第
一
中
隊
が
編
成
さ
れ
る
。
第
一
小
隊
、
第
二
小
隊
、
第

三
小
隊
、
第
四
小
隊
、
材
料
小
隊
、
特
艇
隊
、
指
揮
班
で
あ
る
。

総
員
数
は
三
〇
〇
人
。
部
隊
長
は
古
山
勝
晴
大
尉
で
あ
る
。

私
は
特
艇
隊
（
器
材
小
隊
）
で
、
隊
長
は
中
畑
頼
正
準
尉
で
班

長
は
轟
軍
曹
、
隊
長
以
下
二
三
人
で
あ
る
。
四
月
二
十
七
日
、
船

作
令
に
よ
り
第
二
十
九
軍
の
戦
闘
序
列
に
編
入
。
五
月
三
日
広
島

県
宇
品
到
着
。
幸
の
浦
に
宿
営
。
特
艇
隊
は
解
散
し
材
料
小
隊
、

他
小
隊
に
編
入
さ
れ
る
。



部
隊
各
小
隊
は
当
分
艇
隊
航
行
演
習
を
行
う
。
五
月
二
十
三
日

船
作
令
三
五
五
号
に
よ
り
南
方
軍
司
令
官
寺
内
元
帥
隷
下
に
入
る
。

「
出
船
命
令
」
同
日
十
七
時
マ
ニ
ラ
丸
（
一
万
㌧
）
に
乗
船
。
五

月
二
十
四
日
門
司
入
港
、

二
十
五
日
輸
送
指
揮
官
野
中
中
佐
乗
船
、

出
港
。
二
十
三
隻
の
船
団
は
護
衛
艦
に
護
ら
れ
て
南
下
す
る
。

敵
潜
水
艦
の
接
近
に
ブ
ザ
ー
の
鳴
る
こ
と
し
き
り
。
六
月
二
日

未
明
バ
シ
ー
海
峡
南
下
中
、
敵
潜
水
艦
の
攻
撃
を
受
け
る
。
船
団

各
所
に
火
柱
が
上
が
る
。
わ
が
駆
潜
艇
の
爆
雷
音
。
本
船
は
全
速

力
で
走
航
す
る
。
六
月
三
日
台
湾
高
雄
港
外
に
待
避
入
港
。
六
月

十
日
出
港
。
六
月
十
三
日
ル
ソ
ン
島
西
側
を
南
下
中
、
魚
雷
攻
撃

を
受
け
る
。
六
月
十
四
日
蛇
行
運
航
で
こ
れ
を
避
け
、
マ
ニ
ラ
港

外
に
投
錨
。
六
月
十
八
日
マ
ニ
ラ
港
出
帆
、
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
付
近

に
集
結
。

三
三
隻
の
船
団
は
護
衛
艦
に
守
ら
れ
前
進
、
船
内
放
送
で
サ
イ

パ
ン
島
の
敗
戦
を
知
る
。
六
月
二
十
三
日
に
オ
ラ
ン
ダ
領
ミ
リ
港

停
泊
、
二
十
五
日
上
陸
。
瀧
作
令
に
よ
り
ボ
ル
ネ
オ
守
備
軍
司
令

官
の
指
揮
下
に
入
る
。
二
十
七
日
第
一
梯
団
（
指
揮
班
、
第
三
小

隊
、
材
料
小
隊
）
は
第
三
ボ
ル
ネ
オ
丸
に
乗
船
。
ア
ピ
港
、
バ
ン

キ
港
を
経
由
し
て
七
月
二
日
英
領
ボ
ル
ネ
オ
の
サ
ン
ダ
カ
ン
港
に

入
港
、
上
陸
し
丘
の
上
の
宿
舎
に
入
る
。

サ
ン
ダ
カ
ン
は
英
領
ボ
ル
ネ
オ
最
大
の
都
市
で
病
院
、
映
画
館
、

華
僑
の
商
店
も
多
く
、
賑
や
か
な
街
で
、
製
材
所
、
造
船
所
、
鉄

工
所
も
あ
る
。
材
料
小
隊
は
機
関
の
修
理
や
大
発
の
整
備
の
た
め

高
台
の
丘
の
上
の
民
家
を
宿
舎
と
し
た
。
吉
田
部
隊
本
隊
は
九
月

十
五
日
タ
ワ
オ
に
転
進
し
た
。
日
本
の
戦
況
は
次
第
に
悪
化
し
て

行
き
、
各
地
区
に
敵
の
空
襲
が
あ
る
。
レ
イ
テ
作
戦
で
は
わ
が
飛

行
機
は
一
機
も
な
し
。
九
月
二
十
一
日
サ
ン
ダ
カ
ン
桟
橋
は
火
災

で
焼
失
し
た
。

そ
れ
よ
り
二
週
間
後
に
街
の
各
所
よ
り
出
火
し
、
次
第
に
燃
え

広
が
り
、
テ
ロ
行
為
も
加
わ
り
大
火
災
と
な
り
、
三
日
三
晩
燃
え

続
い
た
。
市
街
は
全
焼
し
灰
燼
と
化
し
、
残
る
も
の
は
水
洗
ト
イ

レ
が
各
所
に
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。

戦
況
は
次
第
に
悪
化
し
、
補
給
も
絶
え
、
私
た
ち
は
自
給
の
た

め
に
タ
ピ
オ
カ
な
ど
を
植
え
て
頑
張
る
が
、
生
活
は
次
第
に
苦
し

く
な
る
ば
か
り
で
あ
る
。
あ
る
日
突
然
身
体
に
悪
寒
が
走
り
、
震

え
が
止
ま
ら
ぬ
。
次
第
に
激
し
く
な
り
、
戦
友
が
毛
布
を
沢
山
掛

け
て
く
れ
た
。
マ
ラ
リ
ヤ
で
あ
る
。
三
、
四
時
間
過
ぎ
る
と
、
今

度
は
熱
が
出
て
く
る
。
毛
布
を
取
り
払
っ
て
も
滝
の
よ
う
に
出
る



汗
、
シ
ャ
ツ
は
水
浸
し
の
よ
う
に
な
る
。
頭
を
冷
た
い
布
で
冷
や
す
。

熱
は
四
〇
度
く
ら
い
に
上
が
り
、
意
識
も
朦
朧
と
な
り
何
も
か

も
分
か
ら
な
く
な
る
。
熱
が
下
が
れ
ば
ま
た
悪
寒
と
震
え
だ
。
こ

れ
ら
を
数
回
繰
り
返
す
。
薬
は
妙
薬
キ
ニ
ー
ネ
が
あ
る
の
だ
が
足

り
ず
、
身
体
の
衰
弱
が
激
し
い
。
余
病
を
併
発
す
れ
ば
助
か
ら
ぬ
。

病
院
は
満
員
で
室
内
休
養
で
す
べ
て
衛
生
兵
ま
か
せ
で
あ
る
。
食

事
は
お
粥
で
あ
る
。
キ
ニ
ー
ネ
の
苦
さ
で
日
中
は
一
杯
で
あ
る
。

幸
い
一
命
は
取
り
止
め
た
。

熱
帯
の
気
候
風
土
に
も
次
第
に
順
応
し
た
の
か
健
康
も
や
や
回

復
し
て
、
昭
和
二
十
年
を
迎
え
た
。
二
月
某
日
、
命
に
よ
り
大
発

艇
二
隻
を
曳
航
、
曳
き
船
は
神
龍
丸
で
田
中
小
隊
長
、
沢
田
曹
長
、

山
室
軍
曹
、
機
関
長
は
私
で
あ
る
。
他
に
三
人
、
全
員
三
十
数
人
、

夕
暮
れ
の
サ
ン
ダ
カ
ン
港
を
出
発
し
た
が
風
雨
次
第
に
強
く
な
り
、

波
浪
も
高
く
苦
難
の
航
行
で
あ
っ
た
。

こ
の
行
動
が
敵
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
Ｂ
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の
絨
緞
爆
撃
を

受
け
、
輸
送
用
ガ
ソ
リ
ン
も
食
料
も
大
発
と
と
も
に
焼
失
し
た
。

無
残
に
も
残
る
家
も
な
い
。
我
ら
は
防
空
壕
や
洞
窟
で
耐
え
忍
ぶ

の
み
で
あ
る
。
五
月
二
十
七
日
早
朝
、
サ
ン
ダ
カ
ン
港
よ
り
爆
音

が
次
第
に
近
づ
い
て
く
る
。
敵
艦
載
機
十
数
機
が
反
転
し
な
が
ら

曳
光
弾
を
自
分
ら
に
向
か
っ
て
射
つ
。
激
し
い
艦
砲
射
撃
が
我
が

陣
地
を
過
ぎ
て
い
く
。
我
々
は
防
空
壕
の
中
に
声
も
な
く
耐
え
忍

ん
で
い
る
の
だ
。
制
空
権
も
制
海
権
も
な
く
し
た
現
地
で
は
何
も

で
き
な
い
。
三
八
式
歩
兵
銃
が
十
数
丁
あ
る
の
み
。
砲
撃
を
止
め

た
敵
高
速
艇
九
隻
は
わ
が
眼
下
に
陣
を
敷
い
て
い
る
。

対
峙
す
る
こ
と
実
に
五
時
間
、
敵
艇
は
退
去
し
た
。
小
隊
長
は

全
員
を
集
合
さ
せ
、
病
弱
者
を
奥
地
の
野
戦
病
院
に
送
る
。
残
る

も
の
は
隊
長
と
と
も
に
大
塚
山
に
拠
り
、
敵
の
上
陸
に
備
え
全
員

玉
砕
の
覚
悟
を
し
た
の
で
あ
る
。
十
数
日
後
、
田
中
小
隊
は
大
塚

山
よ
り
前
線
基
地
に
移
動
し
警
備
に
着
く
。
昭
和
二
十
年
六
月
一

日
付
で
上
等
兵
に
な
っ
た
私
は
、
マ
ラ
リ
ヤ
の
再
発
と
脚
気
に
苦

し
む
毎
日
が
続
く
。
千
葉
伍
長
も
分
か
ら
ぬ
病
気
を
苦
に
し
て
悩

ん
で
い
る
。
七
月
の
あ
る
早
朝
、
Ｂ24

の
爆
撃
が
あ
り
、
宿
舎
前

方
の
高
台
の
税
関
見
張
り
所
が
大
火
災
を
起
こ
し
た
。
小
隊
長
ら

は
前
方
に
出
動
し
た
。
千
葉
伍
長
と
私
は
火
災
の
下
の
道
路
を
、

伍
長
は
軍
刀
で
私
は
銃
剣
で
守
備
に
着
い
た
。
夜
は
明
け
火
災
も

消
え
た
。
小
隊
長
ら
も
戻
っ
て
き
た
。
行
動
も
終
わ
り
平
穏
で
あ

る
。
運
よ
く
医
者
の
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

診
察
の
結
果
、
椰
子
の
実
の
中
の
水
液
で
皮
下
注
射
を
行
う
。



七
日
も
過
ぎ
る
と
熱
も
下
が
り
、
脚
気
も
次
第
に
良
く
な
っ
て
き

た
。
海
岸
に
は
椰
子
の
実
が
多
く
あ
り
、
そ
れ
で
救
助
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

八
月
十
八
日
終
戦
を
知
ら
さ
れ
た
。
今
後
は
身
体
を
大
切
に
し

て
故
国
に
帰
る
た
め
頑
張
ろ
う
と
小
隊
長
に
激
励
さ
れ
た
。
そ
の

後
は
マ
ラ
リ
ヤ
と
栄
養
失
調
で
次
第
に
衰
弱
し
て
い
く
体
を
い
た

わ
り
病
気
と
戦
う
の
で
あ
る
。

武
装
解
除
さ
れ
た
私
た
ち
は
十
一
月
十
日
ご
ろ
、
英
軍
大
型
上

陸
用
舟
艇
に
乗
船
、
ア
ピ
収
容
所
の
古
田
部
隊
長
の
木
隊
に
集
結

し
た
。
こ
の
時
ほ
ど
心
暖
か
く
安
心
し
た
こ
と
は
な
い
。
収
容
所

は
抑
留
生
活
と
作
業
が
あ
る
。
監
視
隊
は
豪
州
軍
か
ら
英
邦
軍
に

代
わ
り
、
好
意
的
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
二
十
一
年
春
を
迎
え
る
。

毎
朝
の
点
呼
の
時
、
東
に
向
か
っ
て
拝
礼
し
、
敗
戦
後
の
故
国

の
復
興
と
隆
盛
を
誓
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
故
国
は
占
領
さ
れ
て

い
て
、
内
容
も
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
し
、
何
時
帰
れ
る
の
か
毎

日
日
の
出
を
拝
し
て
、

戦
友
と
お
互
い
に
励
ま
し
会
う
の
で
あ
る
。

三
月
に
な
る
と
内
地
帰
還
の
話
が
聞
か
れ
、
み
ん
な
希
望
と
期

待
を
得
て
頑
張
る
。

四
月
十
三
日
空
母
■
城
に
乗
艦
、
思
い
出
深
き
ボ
ル
ネ
オ
よ
、

サ
ン
ダ
カ
ン
よ
、

戦
病
死
し
た
友
の
冥
福
を
祈
り
別
れ
を
告
げ
る
。

艦
は
一
路
故
国
へ
急
ぎ
、
四
月
二
十
四
日
大
竹
港
に
上
陸
し
兵

学
校
に
収
容
さ
れ
る
。
二
十
五
日
に
復
員
完
結
し
兵
長
に
な
る
。

各
々
の
家
か
ら
便
り
が
あ
り
、

悲
喜
こ
も
ご
も
の
情
景
で
あ
っ
た
。

別
れ
を
惜
し
む
一
夜
は
明
け
、
広
島
駅
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷

へ
と
汽
車
は
行
く
。

二
十
八
日
懐
か
し
い
家
に
た
ど
り
着
い
た
。
仏
間
の
亡
父
に
帰

還
の
報
告
を
す
る
。
や
つ
れ
た
母
や
妻
子
、
そ
し
て
弟
妹
た
ち
、

み
ん
な
無
事
を
喜
び
合
う
。
数
か
月
で
心
身
の
健
康
を
取
り
戻
し

た
。

戦
争
と
平
和
そ
し
て
国
際
親
善　 

神
奈
川
県
　
森
田
六
郎
　 

戦
争
と
は
何
ぞ
や
。
古
来
歴
史
上
の
文
献
を
ひ
も
と
け
ば
、
そ

れ
は
人
類
の
非
道
極
ま
り
な
い
闘
争
で
あ
り
、
民
族
の
興
亡
を
か

け
た
戦
い
で
あ
り
、
ま
た
自
己
の
欲
望
達
成
の
た
め
に
手
段
を
選

ば
ず
、
敵
対
す
る
人
々
を
殺
戮
し
征
服
す
る
た
め
の
暴
虐
な
蛮
行




